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名称変更がある課・係
○税務課
　・徴収班　　　　　→　収納係
○農林水産課
　・有害鳥獣対策班　→　農林係と統合
○教育課　　　　　　→　学校教育課に課名変更
○社会教育課　　　　→　生涯学習課に課名変更
　・社会教育係　　　→　生涯学習係とスポーツ振興係に分割
○議会事務局
　・庶務係、議事係　→　議会係に統合

名称変更とともに、業務内容に変更がある課・係
○企画課
　・広報統計係　　　→　広報係
　　　　　　　　　　　　（統計業務は観光商工課 定住・ビジネス支援係へ）
　・企業立地推進班　→　観光商工課 定住・ビジネス支援係と統合
○介護健康課　　　　→　高齢者支援課に課名変更
　・健康管理係　　　→　市民課へ所属変更
　　　　　　　　　　　　（業務内容は左の図面をご覧ください）
○福祉課
　・保護係　→　社 会 福 祉 係（業務内容は左の図面をご覧ください）
　・福祉係　→　障 害 福 祉 係（業務内容は左の図面をご覧ください）
　・児童係　→　子育て支援係（業務内容は左の図面をご覧ください）
○観光商工課
　・観光商工係、観光プロモーション班
　　　→観光係、定住・ビジネス支援係に分割・統合
　　　　（業務内容は左の図面をご覧ください）

　市では、少子高齢化を背景に、主に、子ども子育て支援及び高齢者支援に関する
施策・事業を効果的、効率的に推進していくため、全課を対象として、市民の皆様
に分かりやすい組織の名称、事務の再編について検討した結果、課名の変更及び事
務を見直します。
　現在の介護健康課を高齢者支援課と改め、現状の介護保険及び高齢者支援事業
に、いままで福祉課で行っていた敬老事業や老人福祉事業などを加えたほか、福祉
課児童係については、保健師を配置することにより人的体制を整備し、妊娠、出生
から一貫した支援体制をとります。
　市役所全体の改編内容は、下図のとおりです。ご不明な点などございましたら、
総務課総務係までお問い合わせください。

問合せ　総務課総務係　☎７３－６６４６

組織改編で一部の
　課・係の名称、業務が
　　　　　　変わります

４月
から
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２
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○水産係
水産業振興、漁港

施設・海岸等維持
管理　など

○農林係
農林業振興、有害

鳥獣被害対策　な
ど

○市民係
戸籍、住民票、印鑑

登録、

個人番号カード、
火葬

許可、自動車臨時
運行

許可　など

○国保年金係

国民健康保険、後
期高齢者医療、高

額

療養費、国民年金
　など

○健康管理係

健康増進、感染症
予防、各種予防接

種、

特定健康診査、特
定保健指導、献血

　

など

○高齢者支援係

（勝浦市地域包括支
援

センター）
高齢者総合相談、

介

護予防マネジメン
ト、

権利擁護、一般介
護

予防、認知症相談
支

援、高齢者在宅福
祉、

老人クラブ　など

○介護保険係

介護保険全般、介
護認定

申請・更新の受付
、認定

調査　など

○社会福祉係

生活保護、民生委員
・

児童委員、戦没者
遺

族等援護、人権擁護
、

日本赤十字、被災
者

支援、保護司　な
ど

○観光係
観光業振興、観光プ

ロモー

ション、自然公園
　など

○定住・ビジネス
支援係

商工業振興、消費
者行政、

企業立地推進、移
住定住

促進、各種統計　
など

○生活環境係

環境保全、不法投
棄、

狂犬病予防、空地
・

空家適正管理、新
エ

ネルギー、生活排
水、

土砂埋立　など

○子育て支援係

保育所、認定こども
園、

児童館、放課後ルー
ム、

児童手当、子ども医
療

費、母子父子寡婦福
祉、

児童虐待防止、子育
て

世代包括支援センタ
ー、

母子保健　など

○障害福祉係

障害者手帳、障害
福祉

サービス、障害者
医療

費助成　など

トイレ

トイレ

2KATSUURA 2019.2.15



庁舎
入口

庁舎
入口

税務課

福祉課
高齢者支援課

市民課

総合
案内

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ひだまり子育て世代

包括支援センター

観光商工課

生活環境課

農林水産課

吹き抜け

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

Ｔ
ｖ

１
Ｆ

２
Ｆ

○水産係
水産業振興、漁港

施設・海岸等維持
管理　など

○農林係
農林業振興、有害

鳥獣被害対策　な
ど

○市民係
戸籍、住民票、印鑑

登録、

個人番号カード、
火葬

許可、自動車臨時
運行

許可　など

○国保年金係

国民健康保険、後
期高齢者医療、高

額

療養費、国民年金
　など

○健康管理係

健康増進、感染症
予防、各種予防接

種、

特定健康診査、特
定保健指導、献血

　

など

○高齢者支援係

（勝浦市地域包括支
援

センター）
高齢者総合相談、

介

護予防マネジメン
ト、

権利擁護、一般介
護

予防、認知症相談
支

援、高齢者在宅福
祉、

老人クラブ　など

○介護保険係

介護保険全般、介
護認定

申請・更新の受付
、認定

調査　など

○社会福祉係

生活保護、民生委員
・

児童委員、戦没者
遺

族等援護、人権擁護
、

日本赤十字、被災
者

支援、保護司　な
ど

○観光係
観光業振興、観光プ

ロモー

ション、自然公園
　など

○定住・ビジネス
支援係

商工業振興、消費
者行政、

企業立地推進、移
住定住

促進、各種統計　
など

○生活環境係

環境保全、不法投
棄、

狂犬病予防、空地
・

空家適正管理、新
エ

ネルギー、生活排
水、

土砂埋立　など

○子育て支援係

保育所、認定こども
園、

児童館、放課後ルー
ム、

児童手当、子ども医
療

費、母子父子寡婦福
祉、

児童虐待防止、子育
て

世代包括支援センタ
ー、

母子保健　など

○障害福祉係

障害者手帳、障害
福祉

サービス、障害者
医療

費助成　など

トイレ

トイレ

3 KATSUURA 2019.2.15



Katsuura 
Topics

Katsuura Topics

　１月２４日、勝浦小学校で公益社団法人茂原法人会
（三枝巖会長）による租税教室が行われました。もっ
とも身近な消費税を中心に、税金の仕組みや使われ
方をパネルや映像などでわかりやすく説明。子ども
たちは税金の大切さを学ぶとともに、みんなで助け合
うことの重要性を改めて感じた様子でした。租税教
室は毎年、市内の各小中学校で茂原法人会や茂原税務
署、市役所税務課が行っています。

　１月１９日、保健福祉センターでは国際武道大学の
学生を対象とした「魚調理教室」が、夷隅地区漁協女
性部連絡協議会の主催で行われました。若い世代の魚
食普及へのきっかけづくりを目的としたこのイベン
トでは、学生たちがサバの三枚おろしに挑戦。悪戦苦
闘しながらもとても楽しそうな様子で、女性部の方々
の指導のもとすぐに上達すると、サバのみそ煮などの
料理を完成させていました。

　１月３０日、勝浦漁港でカツオの初水揚げが行わ
れました。とても寒い朝でしたが、この時期の風物詩
となった出来事に、漁港は活気ある空気に包まれま
した。入港したのは三重県の第二十七源吉丸（１４９
トン）と第二十三長久丸（１１９トン）で、小笠原諸
島南方で漁を行った後、初めての寄港となりました。
水揚げされたカツオはおよそ３２トン。６キロから
８キロのものが中心で、豊洲などの首都圏に出荷さ
れました。

勝浦に春を告げる

カツオの初水揚げ

若い世代へ魚食の普及を

魚の三枚おろしに挑戦
税金ってなんだろう？

茂原法人会による租税教室

　勝浦地区のいたるところに掲げられている「ス
トップ！電話de詐欺」の黄色いのぼり旗。実はこの
旗、勝浦地区区長会によって作成されたものなので
す。自分たちの手で一丸となって詐欺の撲滅をはか
ろうと、地域と勝浦警察署がタッグを組みました。こ
の旗が文字どおり旗印となり、詐欺被害がなくなる
ことを心より願います。

だまされてはいけません！

ストップ！電話de詐欺

みるみる上達する包丁さばき

地区をあげて詐欺撲滅へ手早くカツオを選別

税金の大切さを学ぶ
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MY STAGE

▽中学生男子の部
第２位　　勝浦中学校

▽ポスターの部
　優良賞　関　　優太（郁文小学校５年）
　佳　作　屋代　優衣（勝浦中３年）
▽女子の部
　佳　作　濱野　妃華（豊浜小５年）

　

１
月
20
日
、
第
51
回
勝
浦
鳴
海
駅
伝
競
走

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
気
温
も
申
し
分

無
し
。
ま
さ
に
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
号
砲
一
発
、
潮
風

公
園
前
か
ら
い
っ
せ
い
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
っ

た
選
手
達
は
、
勝
浦
の
山
、
街
、
海
岸
線
を
駆

け
抜
け
、
ゴ
ー
ル
の
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

ま
で
全
６
区
間
総
距
離
19
．４
㎞
に
渡
り
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
各
部
門
優
勝
チ
ー
ム
・

区
間
賞
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

勝
浦
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

第
51
回
勝
浦
鳴
海
駅
伝
競
走
大
会

各
部
門
優
勝
チ
ー
ム

▽
中
学
生
男
子
の
部

　

大
多
喜
中

▽
中
学
生
女
子
の
部

　

大
多
喜
中

▽
男
子
学
生
の
部

　

長
生
高
校
Ａ

▽
一
般
男
子
の
部

　

み
や
こ
し
ク
ラ
ブ

▽
女
子
の
部

　

市
立
船
橋
Ａ

各
部
門
区
間
賞

▽
中
学
生
男
子
の
部

１
区　

熱
田　

聖
人
（
金
ケ
作
中
）

２
区　

鈴
木　

裕
大
（
大
多
喜
中
）

３
区　

嶋
田　

泰
洋
（
大
多
喜
中
）

４
区　

山
川　

陽
士
（
大
多
喜
中
）

５
区　

渡
辺　

剛
史
（
大
多
喜
中
）

６
区　

吉
田　
　

陽
（
大
多
喜
中
）

▽
中
学
生
女
子
の
部

１
区　

佐
川　

美
月
（
大
多
喜
中
）

２
区　

西
川　

琴
望
（
大
多
喜
中
）

３
区　

渡
邉　

佳
那
（
大
多
喜
中
）

４
区　

長
田　

姫
菜
（
大
多
喜
中
）

５
区　

渡
邉　

寧
乃
（
大
多
喜
中
）

６
区

北
根

果
宙
（
岬
中
）

▽
男
子
学
生
の
部

１
区　

中
田　

雅
大
（
長
生
高
Ａ
）

２
区　

北
澤
健
志
郎
（
大
多
喜
高
Ａ
）

３
区　

後
藤　

海
斗
（
長
生
高
Ａ
）

４
区　

野
口　

大
輝
（
長
生
高
Ａ
）

５
区　

渡
邉　

祐
也
（
長
生
高
Ａ
）

６
区　

須
田　

祥
永
（
市
立
千
葉
高
）

▽
一
般
男
子
の
部

１
区　

市
川　
　

翔
（
同
和
会
）

２
区　

菰
田　

祐
司
（
み
や
こ
し
ク
ラ
ブ
）

３
区　

座
間　

保
成
（
み
や
こ
し
ク
ラ
ブ
）

４
区　

北
川　

拓
也
（
み
や
こ
し
ク
ラ
ブ
）

５
区　

内
藤　

和
也
（
み
や
こ
し
ク
ラ
ブ
）

６
区　

大
和
久
貴
裕
（
み
や
こ
し
ク
ラ
ブ
）

▽
女
子
の
部

１
区　

小
林　

陽
花
（
市
立
船
橋
高
Ａ
）

２
区　

江
村
穂
乃
花
（
市
立
船
橋
高
Ａ
）

３
区

吉
田

愛
実
（
市
立
船
橋
高
Ａ
）

４
区　

浅
輪　

梨
乃
（
市
立
船
橋
高
Ａ
）

５
区　

浅
野　

翔
穂
（
市
立
船
橋
高
Ａ
）

６
区　

青
山　

由
佳
（
市
立
船
橋
高
Ａ
）

平成30年度
明るい選挙啓発ポスター・標語作品

第37回松和杯争奪
青少年育成剣道大会
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▽子育て相談ぐんぐん（言語の相談）
□対 就学前のお子さま
□日 ２月２０日㈬　□受 １３：００～１５：３０
□場 こども館　※要予約　□持 母子健康手帳、問診票

▽プレパパ・プレママ歯と口の健康教室
□対 出産予定の方とご家族
□日 ３月１日㈮　□受 ９：４０～１０：００
□場 こども館　□持 母子健康手帳・筆記用具

▽親子ひろば
□対 ０歳～就学前のお子さま（一部には個別通知あり）
□日 ３月１３日㈬　□受 １３：３０～１５：００
□場 こども館
□持 母子健康手帳、アンケート（一部の方のみ）、
　フェイスタオル

▽離乳食教室（後期）
□対 ８～９カ月児をもつ保護者（要予約）
□日 ３月２２日㈮　□時 １０：００～１２：００
□受 ９：４５～１０：００　□場 キュステ
□持 母子健康手帳、筆記用具、エプロン、手ふき、
　お子様の口を拭くもの、離乳食用スプーン

　

勝
浦
市
で
は
、
育
児
を
さ
れ
て
い
る
お
母
さ

ん
や
ご
家
族
へ
、
以
下
の
よ
う
な
母
子
保
健

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
！

 

妊
娠①

母
子
健
康
手
帳
交
付
（
保
健
師
等
に
よ
る

妊
婦
面
接
（
ゆ
り
か
ご
面
接
））

②
妊
婦
一
般
健
康
診
査
受
診
票

③
妊
婦
訪
問

④
出
産
育
児
一
時
金

 

出
産⑤

乳
児
お
む
つ
給
付
券

⑥
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

⑦
児
童
手
当

⑧
新
生
児
・
産
婦
訪
問 

⑨
産
後
ケ
ア
事
業

　
（
訪
問
型
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
）

⑩
乳
児
一
般
健
康
診
査
受
診
票

※
3
～
６
カ
月
と
９
～
11
カ
月
に
医
療
機
関

で
個
別
実
施

⑪
親
子
ひ
ろ
ば

⑫
離
乳
食
教
室
（
前
期
・
後
期
）　

⑬
予
防
接
種

 

１
歳⑭

一
時
保
育
事
業

⑮
お
誕
生
教
室
（
個
別
通
知
）

⑯
子
育
て
相
談
ぐ
ん
ぐ
ん

⑰
１
歳
６
ヶ
月
児
健
康
診
査
（
集
団
実
施
）

※
キ
ュ
ス
テ
で
実
施
（
個
別
通
知
）

保健だより
申込・問合せ　介護健康課　健康管理係　☎７３−６６１４

勝
浦
市
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ

【各種健康相談】
▽離乳食教室（前期）
□対 ～６カ月児をもつ保護者（要予約）
□日 ３月２２日㈮　□時 １３：３０～１５：３０
□受 １３：１５～１３：３０　□場 キュステ
□持 母子健康手帳、筆記用具、エプロン、手ふき、

以下については対象者に個別通知します。
▽すくすく教室　
□対 Ｈ２８年８月～９月生まれの方
□日 ３月１３日㈬　□受 ９：３０～１０：３０
□場 こども館　
□持 母子健康手帳・アンケート・使用中の歯ブラシ

▽１歳６カ月児健康診査　
□対 Ｈ２９年８月～９月生まれの方　
□日 ３月１５日㈮　□受 １２：４５～１３：００
□場 キュステ
□持 母子健康手帳・問診票・使用中の歯ブラシ

▽３歳児健康診査　
□対 Ｈ２７年８月～９月生まれの方　
□日 ３月１５日㈮　□受 １３：０５～１３：２０
□場 キュステ
□持 母子健康手帳・問診票・尿・使用中の歯ブラシ

 

２
歳⑱

２
歳
児
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布

　
（
無
料
券
を
２
回
分
配
布
）

⑲
す
く
す
く
教
室
（
個
別
通
知
）

 

３
歳⑳

３
歳
児
健
康
診
査
（
集
団
実
施
）

※
キ
ュ
ス
テ
で
実
施
（
個
別
通
知
） 

 

５
歳㉑

年
中
児
発
達
相
談
（
個
別
相
談
）

※
年
中
児
に
対
し
、
保
育
所
・
幼
稚
園
で
の

巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
小
学
校
入
学

　

事
業
の
日
程
に
つ
い
て
は
広
報
か
つ
う
ら
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
新
生
児

訪
問
や
転
入
時
に
配
布
す
る
「
子
育
て
応
援
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
も
詳
し
く
記
載
し
て
い
ま
す

の
で
、お
持
ち
で
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者
に
は
個
別
通
知
し
ま
す
が
、
通
知
が
お

手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
介
護
健
康
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ

福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
　

 

農
業
者
年
金

勝
浦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
者
募
集

石
井
久
雄
福
祉
手
当
に
つ
い
て

　

勝
浦
市
で
は
、
故
石
井
久
雄

氏
の
寄
付
金
を
も
と
に
し
た
石

井
久
雄
福
祉
手
当
を
年
１
回
、

重
度
障
害
児
ま
た
は
、
交
通
遺

児
を
養
育
す
る
方
に
支
給
し
て

い
ま
す
。

▽
支
給
対
象
者

　

３
月
１
日
現
在
、
勝
浦
市
に

住
所
を
有
し
、
18
歳
未
満
の
重

度
心
身
障
害
児
（
療
育
手
帳
Ａ

の
１
ま
た
は
２
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
）
ま
た

は
交
通
事
故
に
よ
り
父
母
ま
た

は
父
母
の
一
方
と
死
別
し
た
義

務
教
育
修
了
前
の
児
童
を
養
育

す
る
方

▽
支
給
額

　

児
童
１
人
に
つ
き
２
万
５
千
円

▽
申
請
に
あ
た
っ
て
の
必
要
書
類

・
石
井
久
雄
福
祉
手
当
申
請
書

　
（
用
紙
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）

・
重
度
障
害
児
に
あ
っ
て
は
障
害

の
程
度
を
証
す
る
書
類
（
各
手

帳
）

・
交
通
遺
児
に
あ
っ
て
は
交
通
事

故
死
を
証
す
る
書
類

・
申
請
者
本
人
名
義
の
通
帳
の
写
し

▽
申
請
期
間

　

３
月
１
日
㈮
～
３
月
11
日
㈪

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
土
日
を
除
く
）

　

小
学
生
以
上
を
対
象
と
し
た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
練
習
会
を
定
期
的
に
開

催
い
た
し
ま
す
。
初
心
者
か
ら
上
級

者
ま
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

①
４
～
７
月　

②
９
月
～
12

月
（
全
16
回
・
月
２
回
月
曜
）
19

時
～
21
時

場
所

　

国
際
武
道
大
学
３
号
館
体
育
館

対
象　

小
学
生
以
上

参
加
費

▽
小
中
学
生
（
２
，
０
０
０
円
）

▽
高
校
生
以
上
（
３
，
０
０
０
円
）

※
平
成
31
年
度
よ
り
新
規
加
入
の
方

は
、
別
途
メ
ン
バ
ー
Ｔ
シ
ャ
ツ
代

２
，
０
０
０
円
を
ご
負
担
い
た
だ

き
ま
す

※
日
程
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

３
月
22
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

社
会
教
育
課

　
（
73

−

６
６
６
５
）

　

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
の
上

乗
せ
年
金
と
し
て
終
身
受
給
で
き
る

農
業
者
の
た
め
の
年
金
制
度
で
す
。

安
心
な
老
後
に
備
え
る
た
め
、
こ
の

機
会
に
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
に
つ

母
子
及
び
父
子
世
帯
等
高
等
学
校

等
就
学
費
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

勝
浦
市
で
は
、
母
子
お
よ
び
父

子
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

と
就
学
奨
励
を
図
る
た
め
、
市

内
に
居
住
す
る
母
子
ま
た
は
父

子
家
庭
で
高
等
学
校
な
ど
に
在

学
す
る
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、

年
１
回
、
２
万
円
の
補
助
金
を

支
給
し
ま
す
。

▽
補
助
金
支
給
対
象
者

　

勝
浦
市
に
住
所
を
有
す
る
母

子
ま
た
は
父
子
家
庭
で
あ
り
、
３

月
１
日
現
在
、
高
等
学
校
な
ど

に
在
学
中
の
生
徒
の
保
護
者
（
養

育
者
を
含
む
）

▽
申
請
に
あ
た
っ
て
の
必
要
書
類

・
勝
浦
市
母
子
及
び
父
子
世
帯
等

高
等
学
校
等
就
学
費
補
助
金
交

付
申
請
書
な
ら
び
に
請
求
書

・
在
学
証
明
書
（
原
本
）

・
申
請
者
本
人
名
義
の
通
帳
の
写

し
▽
申
請
期
間

　

３
月
１
日
㈮
～
３
月
15
日
㈮

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
土
日
を
除
く
）

▽
問
合
せ

　

福
祉
課
児
童
係

　

☎
73

−

６
６
１
８

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
の
特
徴

▽
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す

　
　

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す

る
60
歳
未
満
の
人
で
、
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

▽
積
立
方
式
の
安
心
な
制
度
で
す

　
　

加
入
者
が
積
み
立
て
た
保
険
料

と
そ
の
運
用
実
績
に
よ
り
将
来
の

年
金
額
が
決
ま
る
「
積
立
方
式
」

で
す
。
加
入
者
や
受
給
者
の
数
の

影
響
を
受
け
な
い
た
め
、
少
子
高

齢
化
時
代
で
も
安
心
で
き
る
制
度

で
す
。

▽
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ

ま
す

　
　

保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
か

ら
６
万
７
千
円
ま
で
の
千
円
単
位

で
自
由
に
選
択
で
き
、
経
営
状
況

や
老
後
設
計
に
合
わ
せ
て
、
い
つ

で
も
保
険
料
の
見
直
し
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
料
の
国
庫
補

助
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
自
由

に
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

▽
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付

き
で
す

　
　

年
金
は
65
歳
か
ら
終
身
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
60
歳
か
ら

繰
上
受
給
も
で
き
ま
す
。
も
し
80

歳
前
に
亡
く
な
っ
て
も
、
80
歳
ま

で
に
受
け
取
る
は
ず
の
年
金
が
死

亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

▽
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す

　
　

保
険
料
の
全
額
が
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
受

け
取
っ
た
年
金
も
公
的
年
金
等
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
担
い
手
に
保
険
料
の
国
庫
補
助
が

あ
り
ま
す

　
　

39
歳
以
下
の
認
定
農
業
者
や
そ

の
家
族
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た

す
人
に
は
、
国
の
補
助
が
あ
り
ま

す
。
国
の
補
助
は
、
月
額
保
険
料

「
２
万
円
で
固
定
」
に
対
す
る
補

助
で
４
千
円
か
ら
１
万
円
の
範
囲

と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

▽
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
73

−

６
６
３
７

▽
い
す
み
農
協
勝
浦
支
所

　

☎
77

−

０
１
１
１

◆
件
名 

◆
場
所 

◆
期
間

◆
落
札
業
者
名 

◆
契
約
金
額

▽
勝
浦
市
立
小
中
学
校
空
調
設
備
設

置
工
事
設
計
業
務
委
託

・
植
野
元
宮
田
地
内　

他

　

１
／
24
～
７
／
５

　

㈱
竹
江
設
計
事
務
所

　

１
１
，
８
８
０
，
０
０
０
円

問
合
せ　

財
政
課
契
約
検
査
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
４
９

入
札
結
果
の
公
表
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受
付
は
３
月
４
日
か
ら

　
　
　
　

奨
学
資
金
貸
付

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

『
勝
浦
ま
ち
な
か
大
道
芸
』

福
祉
の
し
ご
と
ｉｓ
ｕ
ｍ
ｉ
で
働
こ
う
！

夷
隅
地
域
福
祉
施
設
・

事
業
所
合
同
就
職
説
明
会

　

か
つ
う
ら
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
期
間

中
に
、
大
道
芸
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い

た
し
ま
す
。ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
・
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
・
コ
メ
デ
ィ
・
ダ
ン
ス
・

音
楽
な
ど
、
歓
声
あ
り
、
笑
い
あ
り
、

驚
き
あ
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
！

日
時　

２
月
25
日
㈪
、３
月
１
日
㈮
・

２
日
㈯

　

９
時
30
分
～
16
時
頃

会
場　

遠
見
岬
神
社
周
辺
の
複
数
会

場
に
て
実
施

※
天
候
に
よ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・

会
場
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

勝
浦
市
商
工
会

　
　
　
　

☎
73

−

０
１
９
９

　

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
予
備
自
衛
官
補

応
募
資
格
（
一
般
公
募
）

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

応
募
資
格
（
技
能
公
募
）

　

18
歳
以
上
で
国
家
資
格
な
ど
を
有

す
る
方
（
資
格
に
よ
り
55
歳
未
満

ま
で
）

受
付
期
限

　

４
月
12
日
㈮
ま
で（
締
切
日
必
着
）

試
験
日　

４
月
20
日
㈯
～
24
日
㈬
の

う
ち
指
定
す
る
１
日

▽
幹
部
候
補
生
（
一
般
要
員
・
飛
行

要
員
〔
海
・
空
〕）

応
募
資
格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
（
大
学

院
卒
の
方
は
28
歳
未
満
）

受
付
期
限

　

５
月
１
日
㈬
ま
で（
締
切
日
必
着
）

　

学
業
成
績
が
優
れ
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方
に
対

し
奨
学
資
金
を
貸
付
け
、
将
来
社

会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
に「
奨
学
資
金
貸
付
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

貸
付
を
受
け
る
資
格
（
次
の
す

べ
て
の
条
件
に
該
当
す
る
方
）

▽
保
護
者
が
市
内
に
居
住
し
、

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・

大
学
・
専
修
学
校
に
入
学
が

決
定
、
ま
た
は
在
学
し
て
い

る
方

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
で
あ
る
方
（
所
得
制
限

を
設
け
て
お
り
ま
す
。）

▽
最
終
学
年
の
評
定
平
均
が
３
．

５
以
上
の
健
康
で
あ
る
方

▽
連
帯
保
証
人
が
２
人
い
る
方

　
（
連
帯
保
証
人
は
身
元
が
明
ら

か
な
人
で
独
立
し
た
生
計
を

営
む
20
歳
以
上
の
方
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
生
計
が
同
一
の
世
帯
か

ら
２
人
の
選
出
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
奨
学
資
金
の
貸

付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

が
未
成
年
で
あ
る
場
合
に
は
、

連
帯
保
証
人
の
う
ち
１
人
は

そ
の
保
護
者
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。）

貸
付
限
度
額

▽
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校

（
後
期
課
程
）、
盲
・
聾
・
特

別
支
援
学
校
の
高
等
部
、
専

修
学
校
（
高
等
課
程
）
…
月

額
１
万
円

▽
高
等
専
門
学
校
、
大
学
、
専

修
学
校
（
専
門
課
程
）
…
月

額
３
万
円

貸
付
利
率　

無
利
息
（
た
だ
し
、

返
還
期
日
を
過
ぎ
た
場
合
は
延

滞
利
息
を
い
た
だ
き
ま
す
。）

返
済
期
間　

貸
付
が
完
了
し
た

月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
、

１
年
後
～
10
年
以
内
に
年
賦
、

ま
た
は
半
年
賦

受
付
期
間

　

３
月
４
日
㈪
～
20
日
㈬

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
貸
付
け
は
書
類
選
考
お
よ
び
面

接
審
査
に
よ
り
、
予
算
の
範
囲

内
と
な
り
ま
す
。

※
関
係
書
類
は
、
勝
浦
市
役
所
４

階
教
育
課
で
配
布
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

面
接
の
日
程　

３
月
24
日
㈰

※
書
類
選
考
に
通
過
し
た
方
に
、

後
日
時
間
調
整
の
電
話
連
絡

を
い
た
し
ま
す
。
面
接
審
査

は
申
請
者
お
よ
び
保
護
者
同

席
に
て
行
い
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ

　

教
育
委
員
会
教
育
課

　

☎
73

−

６
６
６
４

日
時　

３
月
10
日
㈰

　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　

　
　

キ
ュ
ス
テ

主
催　

千
葉
県
福
祉
人
材
確
保
・
定

１
次
試
験　
５
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

▽
幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
科
）

応
募
資
格　

専
門
の
大
卒
（
見
込
み

含
む
）
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方

（
薬
剤
科
は
28
歳
未
満
の
方
）

受
付
期
限

　

５
月
１
日
㈬
ま
で（
締
切
日
必
着
）

１
次
試
験　

５
月
11
日
㈯

▽
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
限

　

５
月
15
日
㈬
ま
で（
締
切
日
必
着
）

１
次
試
験　

５
月
25
日
㈯

問
合
せ　

自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本

部
茂
原
地
域
事
務
所

　

☎
０
４
７
５

−

25

−

０
４
５
２

着
夷
隅
地
域
推
進
協
議
会

内
容　

夷
隅
郡
市
の
高
齢
者
介
護
・

障
害
福
祉
の
優
良
15
法
人
が
勢
揃

い
。
新
卒
・
第
二
新
卒
・
転
職
・

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ⅰ
タ
ー
ン
、
正
職
員
・

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー　

働
き
方
い
ろ

い
ろ

※
参
加
費
無
料
、
履
歴
書
不
要
、
服

装
自
由
で
す

特
典　

先
着
30
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
ま
す

問
合
せ　

総
野
園
（
植
村
）

　
　
　
　

☎
77

−

０
０
０
５

第３日曜日 ２月１７日 ８：３０～１２：３０
 ※第１日曜日のみ、
 　マイナンバーカードの
　 交付を行っています。

第１日曜日 ３月　３日

第３日曜日 ３月１７日
 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が
　必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ
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オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族
、
介

護
従
事
者
の
方
な
ど
に
対
し
、
正
し

い
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
知
識
の
普
及
を
目

的
と
し
た
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

３
月
２
日
㈯　

13
時
～
16
時

　
　
　

受
付
は
12
時
30
分
～

場
所　

亀
田
総
合
病
院
Ｋ
棟
13
階

　
　
　

ホ
ラ
イ
ゾ
ン
ホ
ー
ル

内
容　
「
術
後
間
も
な
い
方
、
尿
路

系
ス
ト
ー
マ
の
方
の
安
心
の
た
め

に
」
と
題
し
、
①
基
本
的
な
ス

ト
ー
マ
ケ
ア
に
つ
い
て
、
②
尿
路

ス
ト
ー
マ
ケ
ア
の
基
本
に
つ
い
て

の
講
演
と
、
装
具
展
示
相
談
会
を

行
い
ま
す

講
師　

亀
田
総
合
病
院
皮
膚
・
排
泄

ケ
ア
認
定
看
護
師　

岩
谷
有
希
先

生
、
佐
藤
理
子
先
生

対
象
者　

千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

会
員
お
よ
び
そ
の
家
族
、
地
域
の

オ
ス
ト
メ
イ
ト
、
医
療
関
係
従
事

者
、
賛
助
会
員

費
用　

無
料

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

問
合
せ　
（
公
財
）日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
千
葉
県
支
部

　

☎
０
４
３

−
３
０
９

−

７
５
７
１

全
国
統
一
防
火
標
語

『
忘
れ
て
な
い
？

 

　サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
』

刑法犯認知件数【少ない順】〔12 月〕　

12 月末も県内 37 市中、第１位でした！
※道路交通法、覚せい剤取締法などの特別法犯を除く

順位 市 累計 前年比
１ 勝浦市 100 − 54 件
２ 南房総市 174 − 41 件
３ 匝瑳市 176 − 79 件

ご み 処理状況〔12 月〕　(   ) 内は前年同月比

■ 10 月 分 処 理 量 ： 
 平成 30 年度累計  

581.772t（8.76% 増）
5800.362t（内訳）

（内訳）○可燃ごみ：
○資源ごみ：

492.120t（20.18% 増）
89.652t（28.53% 減）

市民のうごき〔１月末現在〕
( 　) 内は前月比
■人口
　○男
　○女

１７，５１２
８，８００
８，７１２

人（９３減）
人（５０減）
人（４３減）

　　転　　入：
　　転　　出：
　　出　　生：
　　死　　亡：
　　職権消除：
　　国外移住：
　　そ  の  他：

３１
９０

５
４０

０
０
１

人
人
人
人
人
人
人（増）

■ ８，６１６世帯 （５９減）

交通事故件数〔１月〕
勝浦警察署　☎７３−０１１０

交通事故　３５件
○人身事故…
　　死者数：
　　傷者数：
○物損事故…

０件
０人
０人

３５件

消防署の出動〔１月〕
勝浦消防署　☎８０−０１３４
(　 ) 内は消防団の出動
■火災：　　１件（１）
■救急：１２２件

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

オ
ス
ト
メ
イ
ト

社
会
適
応
訓
練
講
習
会

　

３
月
１
日
㈮
か
ら
３
月
７
日
㈭
ま

で
「
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
火
災
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
か
ら
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
中
で
も
焚
き
火
の
拡
大
や
、
タ

バ
コ
か
ら
の
出
火
事
例
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
本
部
で
は
、
火
の
用
心
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
作
成
し
、
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
（
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の

対
策
）

３
つ
の
習
慣

▽
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

▽
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

▽
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

▽
寝
具
や
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

▽
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
80

−

０
１
３
２

２
施
設
の
移
譲
法
人
が
決
定

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
総
野
園
と

　
　

     

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
総
野
園

　

市
で
は
、
平
成
29
年
６
月
に

「
総
野
園
将
来
構
想
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
総
野
園
お
よ
び
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
総
野
園
の

今
後
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
同
委
員
会
か
ら

の
報
告
に
よ
り
、
総
野
園
を
民

間
へ
移
譲
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
の
意
見
が
集
約
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
31
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
、
両
施
設
お
よ
び
事

業
を
民
間
移
譲
す
る
こ
と
で
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

民
間
移
譲
に
あ
た
り
、
平
成
30

年
８
月
に
移
譲
法
人
の
公
募
を

行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
現
在
、
指

定
管
理
者
と
し
て
総
野
園
の
管

理
運
営
を
委
託
し
て
い
る
、
社

会
福
祉
法
人
さ
く
ら
会
の
一
法

人
か
ら
応
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
次
の
と
お
り
移
譲
法
人

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

移
譲
法
人
の
選
定
に
つ
い
て

は
、
公
平
か
つ
適
正
に
実
施
す

る
た
め
、「
総
野
園
譲
渡
先
候
補

選
定
委
員
会
」
に
よ
り
、
選
定

基
準
に
基
づ
い
て
審
査
を
行
う

と
と
も
に
、
平
成
30
年
12
月
勝

浦
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
関

連
議
案
の
議
決
を
得
た
こ
と
か

ら
移
譲
法
人
と
し
て
決
定
し
た

も
の
で
す
。

移
譲
法
人

▽
法
人
名

　

社
会
福
祉
法
人
さ
く
ら
会

▽
所
在
地

　

部
原
１
９
３
０
番
地
３

▽
代
表
者

　

塩
田　

吉
宣

問
合
せ　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
１
９
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市
俳
句
会
　

通
院
の
妻
と
鐘
つ
く
初
薬
師

　
　
　
　北
条
杜
岡

羽
子
板
に
羽
根
つ
き
の
跡
残
り
お
り

　
　
　関
野
汀
華

話
し
声
と
ぎ
れ
れ
ば
吹
く
虎も

が

り落
笛ぶ

え

　
　
　
　高
梨
信
子

眠
る
山
か
げ
絵
め
き
つ
つ
昏
れ
て
き
し

　
　藤
井
和
子

初
硯
八
十
八
と
書
き
に
け
り

　
　田
邊
観
潮

俳
句
（
一
般
）

つ
ぎ
つ
ぎ
と
御
慶
交
は
し
て
太
極
拳

江
澤
茂
子

大
漁
旗
舳
先
揃
へ
し
初
景
色

久
我
マ
ツ
子

雪
畑
や
太
陽
の
ぼ
り
黄
金
に

篠
原
一
代

一
歩
づ
つ
月
は
満
ち
た
り
小
正
月

野
村
育
男

市
短
歌
会

息
子
に
は
息
子
家
族
の
く
ら
し
あ
り

　来
る
か
来
な
き
か
歳
は
暮
れ
ゆ
く

那
須
真
治

年
賀
状
心
は
や
り
て
繰
り
見
れ
ば

　年
始
を
辞
す
る
ハ
ガ
キ
幾
枚

大
槻
晏
子

初
日
の
出
雲
の
間
に
ま
に
輝
き
て

　吾
感
謝
す
健
や
か
な
る
事

藤
江
あ
け
み

繰
り
か
え
す
消
し
て
は
書
き
し
言
の
葉
を

　締
切
り
ま
際
に
歌
会
へ
送
る

遠
藤
久
子

正
月
の
朝
よ
り
ゲ
ー
ム
に
熱
中
す

　い
つ
か
離
れ
る
孫
と
束
の
間

岩
崎
千
恵

穏
や
か
に
睦
月
の
一
日
過
ぎ
行
き
て

　ゆ
く
り
溶
け
ゆ
く
新は

る春
の
夕
陽
は

黒
沼
令
子

風
孕
み
は
は
の
パ
ジ
ャ
マ
が
空
に
浮
き

　は
ば
た
け
母
よ
命
の
か
ぎ
り

渡
辺
洋
子

ろ
う
梅
の
つ
ぼ
み
豊
か
な
枝
二
本

　生
け
て
久
し
き
新
春
に
咲
く

松
村
憲
子

朝
霧
に
か
す
む
山
際
茜
さ
め

　光
増
し
ま
し
陽
の
ぼ
り
来
る

小
沢
き
み
枝

ス
ニ
ー
カ
ー
す
こ
し
濡
ら
し
て
浜
を
歩ゆ

く

　迎
え
し
初は

る春
の
陽
差
し
ま
ぶ
し
き吉

野
佳
世
子

年
末
の
笑
い
の
中
の
お
茶
タ
イ
ム

　幸
せ
の
せ
て
お
飾
り
出
荷
す

佐
藤
歌
子

三み

と

と

せ

十
年
な
り
長
き
旅
路
の
両
陛
下

　絶
や
さ
ぬ
微え

み笑
を
国
民
と
あ
り

細
野
千
枝
子

来
ん
年
も
佳よ

か
れ
と
思も

い
つ
今
年
ま
た

　雑
煮
に
祝
う
里
芋
出
荷
す

里
見
絹
枝

大
根
の
葉
に
縁
ど
り
て
き
ら
き
ら
と

　輝
き
見
ゆ
る
今
朝
の
初
霜

鈴
木
芳
子

川
せ
み
の
棲
め
る
川
辺
の
水
澄
み
て

　新
春
の
雲
映
し
て
流
る

海
老
根
し
げ

短
歌
（
一
般
）

短
き
は
嫌
だ
と
す
ね
し
袖
の
丈

　八
十
路
も
と
も
に
す
く
よ
か
に
あ
り梅

園
妙
子

夫
の
愛
し
た
隣
の
黒
猫

　陽
の
光
を
受
け
セ
ピ
ア
色
に
輝
け
り江

澤
淑
子

国
の
た
め
重
き
務
め
を
果
し
得
て

　御
霊
鎮
ま
る
八
幡
岬

福
山
富
二

ヒ
タ
ヒ
タ
と
陽
光
の
中
箱
根
路
を

　た
す
き
の
重
み
に
踏
み
だ
す
足
音

高
齢
者
他
人
ご
と
だ
と
思
い
き
や

　届
き
し
我
の
介
護
保
険
証

西
川
八
重
子

※
お
願
い

　

誤
植
を
避
け
る
た
め
、
投
稿
に
際
し
て
は
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
15
日
号
は
２
月
25
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あなたのお店を宣伝してみませんか？

勝浦市公式ホームページ
バナー広告募集

掲載料　市内の方　　６，０００円（１ヵ月）
　　　　市外の方　１０，０００円（１ヵ月）
問合せ　企画課広報統計係　☎７３－６６５７

広
告
枠
は
こ
ち
ら
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年
末
の
笑
い
の
中
の
お
茶
タ
イ
ム

　幸
せ
の
せ
て
お
飾
り
出
荷
す

佐
藤
歌
子

三み

と

と

せ

十
年
な
り
長
き
旅
路
の
両
陛
下

　絶
や
さ
ぬ
微え

み笑
を
国
民
と
あ
り

細
野
千
枝
子

来
ん
年
も
佳よ

か
れ
と
思も

い
つ
今
年
ま
た

　雑
煮
に
祝
う
里
芋
出
荷
す

里
見
絹
枝

大
根
の
葉
に
縁
ど
り
て
き
ら
き
ら
と

　輝
き
見
ゆ
る
今
朝
の
初
霜

鈴
木
芳
子

川
せ
み
の
棲
め
る
川
辺
の
水
澄
み
て

　新
春
の
雲
映
し
て
流
る

海
老
根
し
げ

短
歌
（
一
般
）

短
き
は
嫌
だ
と
す
ね
し
袖
の
丈

　八
十
路
も
と
も
に
す
く
よ
か
に
あ
り梅

園
妙
子

夫
の
愛
し
た
隣
の
黒
猫

　陽
の
光
を
受
け
セ
ピ
ア
色
に
輝
け
り江

澤
淑
子

国
の
た
め
重
き
務
め
を
果
し
得
て

　御
霊
鎮
ま
る
八
幡
岬

福
山
富
二

ヒ
タ
ヒ
タ
と
陽
光
の
中
箱
根
路
を

　た
す
き
の
重
み
に
踏
み
だ
す
足
音

高
齢
者
他
人
ご
と
だ
と
思
い
き
や

　届
き
し
我
の
介
護
保
険
証

西
川
八
重
子

相　　談　　名

日（曜日） 時　間 場　所 問合せ（電話番号）

合同相談（行政相談・人権相談・心配ごとの相談など）

　５日（火）

１３時～１５時（受付時間）

保健福祉センター 社会福祉協議会（７３－６１０１）

１２日（火） 総野集会所 企画課　　　　 （７３－６６５７）

１９日（火） 市役所 市民課　　　　 （７３－６６１２）

市民法律相談（予約制・先着順５名まで・１名につき３０分間）

　７日（木）
１３時～１６時 市役所 総務課（７３－６６４６）

２２日（金）

家庭教育相談（家庭教育問題）

月・火・木・金曜日 ８時３０分～１６時 社会教育課 社会教育課（７３－６６６５）

学校教育に関する相談

月～金曜日 ８時３０分～１６時 教育課 教育課（７３－６６６４）

交通事故巡回相談（予約制、予約は相談日の２日前（土日・祝日除く）までにお願いします）

１９日（火） １０時～１５時 市役所 生活環境課（７３－６６４１）

消費生活相談

月～金曜日 ９時～１６時３０分
電話相談 千葉県消費者センター

（０４７－４３４－０９９９）土曜日 ９時～１６時

損害保険に関する相談、トラブル解決機関（電話および面談）

祝日を除く
月～金曜日 ９時１５分～１７時 そんぽＡＤＲセンター

東京
日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター
東京

（０５７０－０２２－８０８）

女性のための総合相談　

祝日を除く
火～日曜日 ９時３０分～１６時 電話相談 千葉県男女共同参画センター

（０４－７１４０－８６０５）

男性のための総合相談　

祝日を除く
火・水曜日 １６時～２０時 電話相談 千葉県男女共同参画センター

（０４３－２８５－０２３１）

精神障害者の自立・社会参加に関する相談

土・日・祝・
年末年始を除く毎日 １０時～１６時 大多喜町上原７８６ いすみ地域活動支援センターレインボー

（８２－２２２０）

ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談

祝日を除く
月～金曜日 １０時～１７時 電話相談 （社）千葉県労働者福祉協議会

（０１２０－５３－４１４１）

千葉南東部地域若者サポートステーション（若者の就労・自立の支援）（予約制）

祝日を除く
月～金曜日 ９時３０分～１６時３０分 茂原市役所 千葉南東部地域若者サポートステーション

（０４７５－２３－５５１５）

２４時間健康相談ダイヤル

年中無休 ２４時間対応 電話相談 ０１２０－１４３－２５１

電話 de 詐欺（振り込め詐欺）専用ダイヤル

祝日を除く
月～金曜日 ８時３０分～１７時１５分 電話相談 電話 de 詐欺専用ダイヤル

（０１２０－４９４－５０６）

相談日

３月

まずは相談してみませんか？
悩みごと、わからないことなど、
お気軽に相談を

※市役所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）です。

13 KATSUURA 2019.2.15



※写真はイメージで
す

※写真はイメージです

　お子さん（市内在住で未就学児）の氏名（ふりがな）・
性別・生年月日・30字以内のコメント・両親の氏名・
住所・ご連絡先を添えて、画像と一緒にご応募くださ
い。写真の場合は返却いたします。

　６ヶ月以内に入籍し勝浦市に在住するお二人のラブ
ラブな画像を募集します！お二人の氏名（ふりがな）
と30字以内のコメント、住所、ご連絡先を同封のうえ、
ご応募ください。写真の場合は返却いたします。

応募先　企画課広報統計係　☎73ー6657

広報の裏面に掲載する写真を募集しています

アイドル
募集中！！

新婚さん
大募集！！

編
集
・
発
行 
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『
広
報
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つ
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次
号
は
３
月
１
日（
金
）発
行
で
す
。

太陽のほほえみ

著： 村深月
出版社：講談社

興津小学校　６年
中村　彩芽

「いつか
 母のように…」

　昨年本屋大賞受賞著者の
エッセイ集です。好きな本
やモノに囲まれていたい！
という表題通りのあれこれ
です。ごく短い短編も収録
されており、心が温かくな
ります。未読の作品にも興

味が湧くし、今後の著作も楽しみになります。甲乙
つけがたいエピソードばかりですが、特に、「赤ちゃ
んとホラー映画」は私の一番のお気に入りです。

○おさるのおいかけっこ　○片耳の大シカ
○時代をきめた 114のできごと　○かあちゃん
○ターミナルマン　○平成トム・ソーヤー
○味噌汁専門店の具だくさん味噌汁 100　

コレも読んで！

コレ読んで！図書館
からの
コレ読んで！

興津小学校　６年

木村　心音
　私の夢は、小児科医になる事です。私は小さい
ころから病院が大好きでした。病院はこわい所、
嫌な所と思うのが普通です。それにも関わらず私
が病院を好きだったのは、小児科の先生がとても
優しくしてくれたからです。そんな先生を見て、
「自分も小児科医になりたい」と思うようになり
ました。私が小児科医になったら、子ども達が病
院を嫌うことがないように優しく手当てをしてあ
げたいです。
　私が今できることは、勉強を頑張ることです。
中学生になると部活等で今よりも勉強する時間を
作るのが難しいと思いますが、小児科医になって
たくさんの人を助けられるように頑張ります。

　私の夢は「この職業に就きたい」というような
ものではありません。私は、母のような人間にな
りたいです。
　母は、毎日仕事で遅く帰ってくるのに、私達に
疲れを見せることなく、勉強などを教えてくれま
す。しかられることもあるけれど、本当に優しい
母親です。そして、勉強以外にも将来の事などい
ろいろなことを教えてくれます。私はそんな母を
とても尊敬しています。
　私は、これからも家の手伝いをして、母が少し
でも楽に過ごせるようにたくさん努力しようと思
います。そして、母の毎日の苦労を味わい、様々
なことを学ぶことで、いつか母のような人になれ
るようにしたいです。

「優しい
　小児科医に」

『図書室で
　　 暮らしたい』

14KATSUURA 2019.2.15


